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◆ はじめに

　プ ロ ダクトデザイ ン で は色をあ つ かうとき、質感を

ともな っ て い る表現 であるこ とが前提で ある。質感 を

と もな っ た色 の 発 想、質 感 を と も な っ た 色 の 試 作 ・提

案、そ して その質感 を量 産で再現 するための コ ストと

技法の検証など 。

　と こ ろで 、色と質 感と い う2 つ の こ と ばを併用す る

とい うこ とは、われ われはそ れをひとつ の ことばでは

い い あらわせ な い 違い を認識して い る とい うことで あ

る、

　 「色」の 定義は 自明 で あ るが 「質 感」はみ なさん どう

定義 されるだろうか ？ 筆者はプロ ダクトとかかわる立

場か ら、本文 に お い て 「物体表面 へ の 光 のさまざまな

あたりかたを知覚する こ とによ っ て おきる、素材 を連

想させる感覚 」としておく。

　 今回学会 誌に寄 槁する機 会を与えて いただい たこ

とで、発想から色再現とい うも の づ くりの 現場と、色

と質 感の 価 値を定義 づけるとい う概念形成の 現場の

両 方にかかわるプ ロ ダクトカラ
ー

プ ラン ナ
ー

という立

場 から、色と質感を語 らせ て い ただ く。

◆ プ ロ ダクトデザイ ン とは何か？

　家 電量 販店 に い くとあぶ れん ば か りの 新製品 が展

示 されて い る、そ の お おかた はカラ
ーバ リエ

ーシ ョ ン

を持ち 、購入 に あた 〕 て はそ の 機種を絞 り込 んだ後 、

しば し何色 に しよ うか 誰 も が 悩 ん だ こ と が あ る だ ろ う。

　ブ ロ ダクトの色 の魅力 はなん とい っ てもそ の 色がさ

まざまな質感をともなっ て い るこ とで ある。何層もの

コ
ー

トによっ て得 ら れる深 い 塗装の ツ ヤ 、磨き あげ に

よ っ て 得られ る金 属の 鏡面 、染色等による鮮やかな

有彩色 の ア ルミ、さらにエ ン ボス や印刷柄 の転写
・
ホ

ッ トス タ ン プ等に よ り、反 や石囲な どの 質感 をともな

っ た表 層表 現の 製品 が携帯 電話 をはじめ生活家電等

で 当 た り前 に な っ て き て い る 。

　こ の ように 豊 畠な色 の バリエ
ー

ショ ン を持 つ 製 品を

店 頭 で見 られるの は世 界 中 でも ここ日本しか 無い 。

こ の さまざまな質 感を持 っ た 色表 現 は、単に機 能の

提供にとどまらず、あこ がれや力強さなどさまざまな

イメ
ー

ジを付力口し、こ こ ろの満 足ま で を提供しよ うと

する、高度 な商 品づくりをお こ なう日本 のプロ ダクト

デザイ ン カ が介在する こ とに よ る 。

　プ ロ ダクトデザイ ン とは車や家具 など量産 される道

具 の 外観設計をお こ なう専門職で あるが、それ は単

に内部機構 をくるん だ外観 をかたちつ くるの ではなく

「行 為をかたち に置 き換える」プロ セ ス その もの のデ

ザイ ン である 。

　い いかえればプ ロ ダクトデ ザイナ
ー

とは 「機能と使

うひとの 気持 ち の 橋 渡 しをする」役 剖を担 っ て い ると

筆者は思っ て い る 。

　 つ まり、製 造 にた ず さわる側 は 効率 や 技術精度 ・

価格を優先するが、ブ 囗 ダクトデザイナ
ー

は製造工

程 や素材特性を理 解し つ つ も、製品に思 わず欲 しく

な っ て しまうような 気持ち 、もの へ の愛着 を こ め る仕

事をお こ なうの で ある。それがスタイ 1丿ン ク
’
や色

・質

感 へ のこだわりである 。

　車 を例 にして み よう。初め て 量 産化さ れたT型 フ ォ

ードは 黒
一

色 で 生産 さ れたが、約 100 年 後の 現 在、

国内の小 型車や軽 自動車は 12 色展開 があたりま えと

なっ て い る。

　携帯電話も約 ］0年前の 販売開始時は無塗 装 の黒
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い 樹脂成形品だ っ たが、い まやフ ァ ッ シ ョ ン と同様に

年 2醗のサイクルで、機能の進化とともに形と色
・
震

感のバリエ ーシ ョ ンを展開する 。

　一
般 に機能がめざましく進化するうち は色 ＆かたち

より機能を評価するが、それが あたりまえ になっ たり

煩 雑化 して くると、機能よ b色 ＆ かたちに評価が移 っ

て ゆく。

　通 常はマ
…

ケティ ング、つ まりよ り多く売るために

色数を増やすと いう解釈に とどまるが、それに乗る消

費者の 心理はどこ にあるの だろうか？

　 それは、ぴとの気持ちは 「便利さ
・
効率」より「自分

ら しざ 」と い う精神的満足 に 最 終的に い き 着くこ とに

よる、と筆者 は考 える。つ まり副 こ見えるものと、自

に見えな い もの の 両方が満足 しない とひとは本当の

冫蒟足 を彳ξ￥な し1。

　 そ こ にプ ロ ダクトデザイ ン の需要があ り、ほとん ど

の 製品が成熟期にある現 代は、中で もカラ
ー

リング

の 需要が高まっ て き て い る。

◇ プロ ダクトデザインにおけるカラ
ー

リングの馨門性

　こうい っ た製品成長の 流れから、特にこ こ数年の あ

い だに、車や携瀞電 話にかぎらず製品の 多色化が顕

著にな っ てぎている 。 以 前と大 きく違うの はそ の色農

開が質感 をともなっ た表現にな っ て いるということで、

これは製造技術の 進歩が大ぎ く寄与して い る こ とは 言

うまでもない 。

　逆 に言えば、技術が 未熟だ っ た 頃、ある い は機 能

だけで 満足 して い た 頃は 単に「色」がつ い て い ればよ

か っ た の だ が、現 代は加 工二技 術 や 色材 が 多様化 し、

製品の 差別化の ため にさまざまな 質感 が出現 して い

る。製造現 場 ではマンセ ルシステム等色体系ではお

さまりきらな．い さまざまな質感の 色材が顔料メーカ
ー、

印刷メ
ー

カ
ー・

などによっ て つ くり出され、加工メーカ

ーの 職人たちがそ れらを駆 使 して メタリッ クか ら構 造

発 色 よ で つ くりだ して い る。

　プ ロ ダクトデザイナ
ー

は本来 その能力 としてプラ ン

ニ ン グカ、ス タイリングカ、カラ ーリン グカ、プ レゼ

ン テ
ーシ ョ ン力等 を持ち合わせて い るべ ぎだが、もと

もと機能や構造、ス タイリン グを考える こ とが好きな

こと、また多 くの条件 からぴとつ の 回答を導ぎだす思

考を訓練され て い るため、色 を考 える こ とが苦 手 で

あることは否めない 。

　 色 を発 想する のは、感情 を発 散 する思 考 がむ く。

理性 で 絞 り込ま れた色は ひとを魅了しな い と筆者は感

じて いる。くわえて、日本 の 巨大 で硬直化した会社

組織は個人の感性をうよく活用で きな い 。

　 また日進月歩する複雉な発色方法など、技法を理

解したうえで 自在に色を作り、様々な 条件にあうよう

色 材 を選 択 するの 1ま経験の浅い 新人には難しく、ベ

テ ラ ン で も片于間には で きない。

　 こ のように、デザ イナ
ー

個人のカラ
ーUン グカが低

い 、デザイ ン組織の な か に 色を戦略的に扱うノ ウ八 ウ

が少ない 、色 再現 関連技術において専 門知識が必要

にな っ て き て い る、とい っ た 理 由からプ ロ ダクトデザ

イ ン にお い てカラ
ー

リン グの 専 門職が必要 に な っ て ぎ

て お D、筆者 を含む専 門家 がプ ［r］ダクトデザイナ
ー

と

コ ラボレ
ーシ ョンするようになっ て き て い る、、
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図版 1　 思考の発散と集中
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◆ プ ロ ダ ク トに お ける 色 と質感とは

　プ ロ ダクトの色は質感をともなう。こ れはプ 囗 ダク

トの 表面が光を反射＆吸収 をする立体物であるからこ

そ、色 と と も に質感 が生 ま れ る。

　そ して プ ロ ダクトの質感 は使用 素材の 性質とそれを

加工 する技法によ っ て 決まる。つ まり同じ赤 で も 、ソ

リッ ド塗装 を研磨 し表面 を平滑 に して で きる超 光沢 の

ぬ れ色は派手で セクシ
ー

な 印象 に、フ リッ プフ ロ ッ プ

効果の 光輝 材 を入れ た塗装 はカ メ レオン の ような不

思議な 印象に 、シ 1丿」 ン ゴムに染料で着色すれ ばひと

の皮 膚のようにしっ とりとした ソ フ トなや さしい印象 に

と、それぞ れま っ たくちがっ た質感、そ して 印象とな

る。

　キヤノン の製品 にIXYと い うデジタル カメラ がある。

5年前にデビュ
ーし、現在4 代圉にな っ て い る ヒッ ト商

品だが、初 代の存在が市場でイン パクトを与え、こ の

ジャ ン ル の 市場を確 立 したと謡われて いる 。 そ してそ

の 要因 に カ ラ ーバ リエ ーシ ョ ン が大きく寄 与 して い る 。

　 商品企 画が女性 ユ
ーザーを増や した い と考 え、機

能で 勝負する かわ りにカラ
ー

バ リエ ーシ ョ ン で シ ェ ア

をね ら うこ と と した、t そ こ に担 当 した社内 デザイナ
ー

が、4色そ れぞれ に異なる 質感を与えたの だ。パ
ー

ル ホワ イトは ツ ヤ 塗 装仕 上 げ、プ ラチ ナ シ ル バ ーは

成型 品 の 地肌そ の も の （ア ルミ ・マ グネシウム合金）、

シルキ
ー

プ ロ ンズは染 色、ピア ノ プ ラ ッ クは塗装 後 に

磨ぎ ］二程を い れた鏡面仕 tげと n そ うした と こ ろ 、こ

の こだわ りが消費者に 通 じ、初代 は女性 を中心 とした

大ヒ ッ トとな っ た 。

　 日立 の 事 例を紹 介 しよう。今 、目 本の 家電 メ
ー

カ

ー
は中 国

・
韓 国か らの 安価な家電製品に追い 上げら

れ、高級路線を取らざるを得な くな っ て来て い る 。 洗

濯 機 が20 万 円台 、オ
ー

ブ ン レ ン ジや炊 飯 ジ V 一が

］0万円台 といっ た具合に 。

　 日立 で も昨年度よ D家 電 製品の 各 ア イ テ ム に プ レ

ミアム シ リ
ーズとして 最高級品を設定し、販売をはじ

めた。その ために社 内では、従来は お こ なわ れな か

っ た技法に よる 塗 装仕上 げが採用され、質感に こ だわ

っ た製品 を登場させ た 。

　 筆者が コ ラボ レ
ー

シ ョ ン しプレミア ム シ リ
ー

ズ第
一

弾 と して 採 用 さ れ た 「ガーネ ッ ト」色は、塗装が で きる

とい う条件のもと、従来の 家電 に は つ かわれなか っ た

きらめ ぎを持 っ た質感の ある深 い赤 色 で、今ま で の

口も の 家 電 の イ メ
ー

ジをくつ がえすイ ン パクトを持 っ

た商 品群とな っ た 。

　そ の 結 果、市 場 で の認 知度や売 り ヒげも 上が り、

白もの 家電に個性的な色や質感 表現 を付 加すること

に成 功した。

◆ コ ストが色 ・質感の限界をきめる

　色や質 感はデザイナ
ーが提 案したもの が承認を受

けた後 、量産現場で 意外とかんたん にず れて しまう 。

製品化ま で は、現場 で のチ ェ ッ クがな ければキヤノ ン

や 日 立 の よ うな 事 例 は 実 現 しな い 。こ の 色再 現 で の

ず れをど こ まで修止 で ぎる か は、デザ イナ
ー

や製造

現場 の誠意と熱恵に かか っ て い る 。

　とこ ろが、根本的に熱意だけ で はどうしようもな い

キヤ ノン IXY　Digital　L　4 色

匚

1夢

　 　 　 　 　 　 U 　　　　　．　 ．　　　　　　　　　　▼　　　　　、．　 ・　　　　　　　　
r
　 「

新色 「シ ョコ ラ」が入 った洗 濯機 ビートウオッ シュ の3色 。 左 か らフ

ラ チナ、シ ョコ ラ、シャンパ ン （上面＆フ ロン トとも に塗装、）

し
ー
ー

ノY

丶

ー
ノ

洗 濯機 ビ ッ ク ドラ ム の3 色。左か らガーネッ ト、シ ャ ン パ ン 、プラ

チナ （フ 囗 ン ト部分 が塗装、操 作部 は シートイ ン サ
ー

ト）

日立デザ イ ン本部とコ ラ ボ レー
トした プ レミア ム シ リーズ
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プロ ダク トカラー 1一丿ン グにおけ る 質感

コ ス トと い う壁 があ る 。プ ロ ダ クトは 販売される も の

で あるからそ の表 層を選定する条件は「売れる」とい

うこ とが 大萬提で ある 。 そ して 内部機構があ る製品

デザイ ン で は、素材と製造方法 はデザ イナ
ー

が決め

ら れ る 場合は ほ とんど な く、企画 ＆構造設計の 段階で

コ ス トととも にすで に指 定される。こ れによっ て共同

開発する表層メーカーもきまっ てしまい 、デザイナー

を含 む当 事者は 「こ れ しか で ぎな い」という状 況 のな

か で 馭捨選訳をお こ な っ て い る。

　例えば、金 属の 輝きを持ちな がら発 色する質感 は

人 気があ るが、鋼 板 に 着色 す る 技 術 は難しい 。素材
．

そ のもの の明度がひくく（鉄 色 なので ）高明度や高彩

度 の 色は発色 が難しく、そうい っ た技術力があると こ

ろ は 価格 が 高 い 。

　 撞」脂でも、ポリカ
ー

ボネ
ー

トのように透過性 の高 い

ものは染料による発色が美しいが価格も高い、一方、

ポリプ ロ ピレン の ように透過 性が低 く、着 色して も色

が濁るも の は価格が 安 い。（用途はそれな D にあるが）

　この ため
一

般には、カラ
ーバリエ

ー
ショ ン を多く持

つ には塗 装が最 適 で あ る と認識 され て い る 。こ R は

製造上色替えしやす い こともさることながら、先端技

術 を 駆 使 した光輝 材や塗 装万 法 で さまざ まな質 感 が

表現 で き、か つ 色再 現域が他 の技法に比 べ て 広 い こ

とが大ぎ い 理 由である 。

　 こ う述 べ るとコ ストに縛られ て 身動き で ぎな いよう

だが、量産だか らこそ扱え る 色材や技法があ り、手

作りや大 然素材とはちが ：〕た質感、表悁 をつ くり出す

こ とが で き、それがプ ロ ダクトの 質 感 の 魅力 で ある。

が、そ れだけに共同開発するメーカーの 色材や技法

に限られてしまうことも確かである 。

　 願わ くは、デザイナ
ー

との 接点とな るこ R らメ
ー

カ

ー
の 営業さんが 、美意識を持つ よ う心が け て い た だ

け れ ばと 痛 感する 。 デザイ ナ ー
と技術 開発 者の 橋渡

しをするには、論 点がずれな い よう価値観 が共有 で き

る の が望ましい のだ 。

　 美意識 を身 につ けるのは意外と簡単な こ とで ある。

休 日に自然 に囲まれるこ と。新緑の 葉の うらおもて の

ツ ヤの ち が い 、魚や動物の表皮のちがいを観察す る

だ けで 良 い。

　 こ こ ろの 満足 はか らだ の 満足とちが い 、そ の 価値

は数値化できて い な い 。 それ ゆえ にコ ストダウ ン の

対象にな りがちだが、既 存 の 素材や 技法 で も 工 夫次

第で
閲
ト
．一
分表現で き、何よ り それを大事に 考える こ と

で 、好 ま しい 質感 が 表現できる 。

　ヨ本の 製造業は 大量生産や効率 ・低仙格が当然で 、

色や質感 の 種類はそ の ふる いにか けられ た b の 以 外

「ま対象外とい っ た考えがまだ’‘授強い 。機能の チ ェ ッ ク

にはぎびしいが、色の ずれに鈍 感なの は、文 化 レベ

ル の 低さ を は か ら ず も さ ら け 出して い る よ う で 、歯が

ゆい思 いを感 じるのは籌者だけだろうか ？

　話が大きくなりすぎたが、こ こ ろ の 満足を捉供で き

るも の づ くりはどうあ るべ ぎか ？見えるものか う見 え

な い も の へ の 価佰 の 移軌 が、2 ］世翫 の ［］本 社 会 が

豊か になれるかの鍵 をにぎると筆者は考え、微力な

がら意 識改革を現場 で して い る つ もりで ある．

◆ 色と質感の ちが い は何か

　彫 刻 家 は画 家 に比 べ て 色 を 使 わ な い 傾 向 に あ る、

多くの建築家 も同様 である．しかし両者とも質感には

かなりこだわる 。 そ れは対象が最初から量感をもっ た

実在 な の で 、色を ⊃ けな くて
．
b存 在として 十 分だから

で ある。

　また筆召がかかわるプロ ダクトの色は、機能だけで

はな い こ こ ろ の 満足 まで を提 供するため の 手段 として

位置 づけられるが、そ れにもそ の 色がゆたかな質感

を伴 っ て い る こ と が 大前 提 で あ る、，

　色は質感をともな っ て 初 めて生 き生きとした現 実の

存在となる 。 とい うことは逆を考えると色自体に は質

感 がな い とい える。色 も 質感 も そもそ b 物休 に 光 が

あた らな い かぎり、ひ とはそ の 存 仕を知 覚 で ぎな い

のだから、光その もの には 質感がともなわない とい

える u

　プ ロ ダクトデザイ ン の 世界 で はず い ぶん前か ら、マ

ン セル 色票 や 」IS色票などは色提案に使用 しな い n な

ぜならこ れらには質感 が感 じられな い からで ある。

（し い て い えば ツ ヤを お と した樹脂やゴ ム な どの 製晶

の 色見 本 には つ かえる）　 筆者 も 業務 で の 提 案 は モ

デル 試作メ
ー

カ
ー

の調 色職人 さんと光輝 材や塗 装方

法 などを検討しながら二 人ヨ 却で求める色をつ くり山

d。最近 で は、色 の ちが い より質感 の ちが い を つ く

り分けるほうがはるかに多くな ⊃ て い る．

　 色を見 るという行為は物体にあた っ た光の
一部が

吸収 され、の こ りが圉に入るこ とで それが大脳 で 知覚

され色 が生 じ、さらにそれ が美しいとか好ぎとい っ た

感情 をわきおこすという
一連の 流れで め るが、これは

首 から上 つ まり体とはまっ たくtJJり離 された頭 の な か

で完結する 1反応」で あ る 。

　
一

方、質感 も同じながれなの だ が 、目に入 っ て くる
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光 はす で に物体の表 面で 「光の 透過／反射／屆 折／

回析」を お こ して い る。ぴ との 目は、色は い うに及 ば

ず、木や h ・
プラ ス チ ッ クとい っ た 素材の ちが い や、

ツヤとつ や消しとい っ た仕上げのち がいを、す べ てそ

の 製 品表面 の 光 の 反 射 具合 を 見 る こ とで 判 断す る 。

そ の 精密さ はすばら しく、熟練のプロ ダクトデ ザイナ

ー
は無 怠識 に、漆 の深 みの ある透明感 や皮シボの深

さな ど ミ ク ロ ン の 塗 膜の 層 や 凹 凸 ま で 判断でぎる 。

この ような無意識の感 覚を基 準 に美 の 判断 をするこ

とが、質感を表現するこ とに つ ながる 。

　色と質感は こ の ように異 な っ て 認 識され て い るが、

その ちが い や双 方 の 関係性は明 確に さ れ て い な い 。

色は、それから受 ける感情とそれにともなう言葉 の序

列 は おおよそ関連 づ けられ て い る が、質 感 の そ れ は

耳にした こ とが無い し、そ もそ も質感の定單化 ＝ 尺度

化 、概念の確 立がでぎて いな い。

　色 体系とおな じように 質感の 体系化は でぎない の

だ ろ うか ？

◆ マ ク 囗 な概念構築 へ の 試み

　学術の 世界で は ］世紀前 に質感 とは 切 り離 された

色の概念が確立 されたが、光 と色と質 感 の 関係性 は

研究され て い な い 。これらを統合した概念は構築す

ること自体 がナ ン セ ン スなのだろうか つ光 と色の つ な

ぎ目に質感 とい う概念 が存在す る 、ととらえる こ と は

で きな い だ ろうか ？

　現実 の プ ロ ダ クトデ ザイ ン 界 で は 「光のような質感」

を求 め て LED やELを つ か っ た 「色光 」による色表現が

年々増えてきて い る 。 つ まりひとは光のような質感 に

あ こ がれ 、それを好ましい と思い 、商品 として誕生さ

せ て い る 。 （だんだん実体のな い 状熊にテクノロ ジー

や興味 が移 っ て ゆくのは考えもの だが）。

　ア ーテ ィス テ ィッ ク な発 想をテ クノ ロ ジー
によっ て具

現化 するのが ノロ ダクトの色
・
質感 表現で あり、黙力

で あると考え て い る。 美しい もの は、お金とひとの

手 間をかけな いとでき上 がらない。ヨ寺代の先 端 を表

現 し、そ の後、車 やカメラ の ように磯能は古くな っ て

も、愛 着をも っ て手 入れ をされる、そん なもの の表

1

肩を つ くり出せ ればと思 っ て い る 。そ うい う実際の 色・

質感づ くりと同時に、それを価値付 ける概念 もつ くり

出せた らとおもうの だが、前述 の ように こ ち らの ほ う

は な か な か 個人 の 思考 で は 限界 が あ る 。 会 員 の かた

がたの助 言やお知恵 をお聞かせ いただ ければ幸 い で

ある 。
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